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６
月
25
日
に
小
杉
放
菴
記
念

日
光
美
術
館
に
て
「
国
立
公
園

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６　

21
世

紀
の
国
立
公
園
、
そ
し
て
日
光

―
絵
画
の
風
景
か
ら
未
来
へ

－
」（
小
杉
放
菴
記
念
日
光
美

術
館
・
江
戸
川
大
学
国
立
公
園

研
究
所
主
催
）が
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　

＊
＊
＊

　

パ
ネ
ラ
ー
は
、
江
戸
川
大
学

国
立
公
園
研
究
所
長
の
親
泊
素

子
先
生
、（
公
財
）
屋
久
島
環

境
文
化
財
団
理
事
長
の
小
野
寺

浩
さ
ん
、
毎
日
新
聞
・
前
科
学

環
境
部
副
部
長
の
永
山
悦
子
さ

ん
、（
有
）
自
然
計
画
代
表
取

締
役
の
宮
地
信
良
さ
ん
の
４

人
。

　

様
々
な
角
度
か
ら
国
立
公
園

を
み
て
き
た
専
門
家
た
ち
が

「
国
立
公
園
の
抱
え
る
課
題
や

そ
の
活
用
、
ま
た
日
光
の
未
来

像
」
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
日
光
で
の
問
題
が
と

り
あ
げ
ら
れ
た
。
温
暖
化
や
人

為
的
な
自
然
環
境
の
改
変
で
、

シ
カ
や
サ
ル
の
増
加
が
問
題
化

し
て
い
る
。
野
生
生
物
は
増
え

す
ぎ
る
と
、
生
態
系
が
崩
れ
、

自
然
景
観
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
。

　

観
光
客
や
修
学
旅
行
生
の
増

加
も
渋
滞
を
招
い
て
い
る
。
車

だ
け
で
な
く
、
木
道
の
狭
さ
と

利
用
者
の
増
加
で
人
の
渋
滞
も

起
こ
っ
て
い
る
。
東
武
バ
ス
が

世
界
遺
産
バ
ス
を
運
行
し
た

り
、
環
境
省
が
戦
場
ヶ
原
の
木

道
の
幅
を
広
く
す
る
な
ど
利
便

性
の
向
上
を
目
指
し
て
対
策
が

取
ら
れ
て
い
る
が
、
未
だ
に
渋

滞
は
緩
和
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
長
年
の
施
設
の
利
用
に
よ

る
老
朽
化
も
指
摘
さ
れ
た
。

　

次
は
、
国
立
公
園
の
管
理
体

制
の
違
い
に
つ
い
て
。
ア
メ
リ

カ
で
は
原
則
と
し
て
国
が
土
地

を
保
有
し
、
管
理
を
任
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
人
が
住
む
こ
と

は
な
く
排
除
さ
れ
、
利
用
に
は

入
園
料
が
か
か
る
。

　

日
本
で
は
風
景
美
を
保
全
す

る
た
め
、
土
地
所
有
に
か
か
わ

ら
ず
公
園
の
指
定
を
す
る
。
そ

の
た
め
地
域
住
民
も
土
地
管
理

に
か
か
わ
る
。
日
本
の
国
立
公

園
の
中
で
は
、
制
限
は
あ
る
も

の
の
建
物
の
造
設
、
農
林
業
で

の
利
用
も
許
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
国
立
公
園

の
境
界
は
明
確
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
日
本
で
は
、
そ
う

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
箱
根
も

国
立
公
園
に
含
ま
れ
て
い
る
の

だ
が
、
箱
根
温
泉
に
い
っ
て
も

国
立
公
園
に
行
っ
た
と
い
う
こ

と
に
気
が
つ
き
に
く
い
。
日
本

で
は
国
立
公
園
が
あ
ま
り
に
も

今回のフォーラムは、小杉放菴記念日光美術館

の国立公園絵画展覧会の開催にあわせて実施さ

れた。この美術館は日光が国立公園になるさい

尽力した画家の小杉放菴没後、親族により作品

が日光市に寄贈され、それを展示するために小

杉放菴ゆかりの地である日光小学校の跡地に造

られた美術館である。この美術館自体も国立公

園の中に建てられている。

日光で国立公園を考える
身近だからこそ、理解したうえで楽しもう

地
域
に
溶
け
込
す
ぎ
て
い
る
。

日
本
で
の
課
題
は
、
身
近
に
存

在
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
人
々
の

認
識
が
薄
い
こ
と
だ
。

　

国
立
公
園
は
日
本
の
自
然
の

豊
か
さ
を
象
徴
し
て
く
れ
る
景

勝
地
で
あ
る
。
し
か
し
遊
園
地

な
ど
の
よ
う
な
商
業
的
な
観
光

地
と
は
異
な
る
存
在
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
専
門
家
の
立
場

か
ら
の
意
見
と
し
て
は
、
国
立

公
園
に
た
だ
物
見
遊
山
で
観
光

客
が
訪
れ
る
こ
と
は
、
必
ず
し

も
好
ま
し
い
傾
向
と
は
言
え
な

い
よ
う
だ
。

　

国
立
公
園
は
何
も
知
ら
ず
に

訪
れ
て
楽
し
め
る
観
光
地
と
い

う
訳
で
は
な
い
。
国
立
公
園
と

は
何
な
の
か
、
そ
し
て
そ
の
現

状
を
理
解
し
た
う
え
で
こ
そ
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
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影
・
取
材
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文
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